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■
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
は

　
　
　

「
新
し
い
生
活
様
式
」
は
、

今
後
の
京
都
府
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
期
間
中
に
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
に
移
行
し
て
も
問
題
な
く
社
会
や

経
済
が
回
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

中
央
か
ら
地
方
へ
と
い
う
流
れ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
大
き
な
影

響
を
受
け
た
社
会
に
お
い
て
再
び
動

き
出
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
今
後
、

地
方
創
生
の
取
組
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

　
　
　
　
　

今
回
の
感
染
症
へ
の
対

応
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
な
ど
の
柔
軟
な
働
き
方
が

急
速
に
普
及
し
、
学
校
教
育
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
実
践
さ
れ
る
な
ど
、

Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

時
間
や
場
所
を
問
わ
な
い
活
動
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回

の
感
染
症
で
東
京
な
ど
に
お
け
る
過

度
な
人
口
集
中
が
抱
え
る
リ
ス
ク
が

明
ら
か
に
な
り
、
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ

社
会
や
、
そ
の
先
に
あ
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

コ
ロ
ナ
社
会
の
到
来
は
、
な
か
な
か

進
ん
で
こ
な
か
っ
た
東
京
一
極
集
中

の
是
正
に
向
け
た
好
機
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

地
域
に
お
け
る
少
子
化
の
加
速
、
経

済
や
雇
用
環
境
の
悪
化
な
ど
、
様
々

な
懸
念
が
生
じ
て
お
り
、
大
き
な
課

題
が
見
え
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
、
次
の
時

代
の
地
域
創
生
は
、
社
会
構
造
の
変

化
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
取
り
込
ん
で
進
め
る
こ
と
が
重
要

に
な
る
。
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
・
Ｐ
Ｏ

Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
社
会
を
し
っ
か
り
と
見

定
め
な
が
ら
、
市
町
村
の
取
組
と
も

連
携
を
図
り
つ
つ
、
魅
力
と
活
力
の

あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
取
組
を

進
め
る
。

■
移
住
促
進
の
条
例
は

　
　
　

本
府
の
移
住
政
策
は
移
住
促

進
条
例
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
同
条
例
は
本
年
度
末
で
失
効
す

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
地
方
移
住
の
流
れ
が

進
み
つ
つ
あ
る
が
、
同
条
例
を
今
後

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
　

「
京
都
府
移
住
の
促
進
の

た
め
の
空
家
及
び
耕
作
放
棄
地
等
活

用
条
例
」
を
平
成
28
年
度
か
ら
施
行

し
、
空
家
及
び
農
地
の
活
用
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
市

町
村
に
よ
る
促
進
区
域
の
設
定
、
相

談
窓
口
の
設
置
、
空
家
改
修
支
援
等

で
、
平
成
27
年
度
と
平
成
30
年
度
を

比
較
す
る
と
、
相
談
件
数
、
年
間
移

住
者
数
い
ず
れ
も
２
倍
以
上
に
増
加

す
る
な
ど
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。　
　
　

　

近
年
、
地
方
移
住
、
二
地
域
居
住
、

サ
テ
ラ
イ
ト
勤
務
な
ど
、
移
住
に
対

す
る
考
え
方
は
多
様
化
し
つ
つ
あ
る

な
か
、
今
回
の
感
染
症
で
働
き
方
が

大
き
く
変
化
し
、
価
値
観
の
変
化
が

都
市
か
ら
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
加

速
さ
せ
る
期
待
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
移
住
政
策

を
農
山
漁
村
に
お
け
る
空
家
対
策
や

耕
作
放
棄
地
の
活
用
な
ど
限
定
的
に

捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
振
興
や

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
重
要
な
施
策

と
し
て
、
抜
本
的
に
見
直
し
た
い
。

専
門
家
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
コ

ロ
ナ
後
の
社
会
像
を
想
定
し
な
が
ら
、

多
く
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
、

移
住
政
策
が
地
域
創
生
を
牽
引
し
て

い
く
条
例
と
し
た
い
。

謹
啓　

盛
夏
の
候
、
平
素
は
格
別
の
ご
理
解
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
被
害
を
受

け
ら
れ
た
皆
様
へ
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
京
都
府
議
会
6
月
定
例
会
に
際
し
ま
し
て
は
、
多
く
の

皆
様
か
ら
お
力
添
え
を
賜
り
、
無
事
に
代
表
質
問
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
ご
感
想
・
ご
意
見
な
ど
も
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
現
場
の
声
に
寄
り
添
い
、
京
都
府
と
地
域
の
発
展

の
た
め
、
全
力
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ご
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　

謹　

白
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コ
ロ
ナ
後
の
新
し
い
社
会
と

　
　
　
北
部
振
興
を
問
う
！

6月議会
代表質問

古民家を活用したサテライトオフィス



避
難
体
制
と
防
災
・
減
災
対
策
を
充

実
・
強
化
し
、
京
丹
後
市
の
ま
ち
づ

く
り
や
京
都
北
部
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、
竹
野

川
、
小
西
川
、
鳥
取
川
改
修
事
業
の

早
期
完
成
が
必
要
だ
。

　
　
　
　
　

京
都
府
で
も
河
川
整
備

が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

災
害
が
頻
発
、
激
甚
化
し
て
い
る
昨

今
の
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
堤
防
等

の
施
設
で
は
守
り
切
れ
な
い
豪
雨
も

想
定
し
、
ハ
ー
ド
整
備
と
ソ
フ
ト
施

策
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
被
害
の
最

小
化
を
図
り
、
し
な
や
か
で
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
だ
。

　

ハ
ー
ド
整
備
は
、
府
内
64
河
川
の

河
川
整
備
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的

に
河
川
改
修
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

事
業
の
前
倒
し
も
図
っ
て
い
る
。
今

後
も
、
安
定
的
・
持
続
的
な
財
源
確

保
を
国
に
求
め
て
い
く
。

　

ソ
フ
ト
対
策
も
平
行
し
て
進
め
て

お
り
、
自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
避

難
行
動
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進

め
る
。
ま
た
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域

を
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
漁
村
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
よ
う
、
伴
走
支
援
を
強
化
す
る
。

　

食
を
支
え
る
農
林
水
産
業
の
安
定

感
や
、
地
方
で
の
生
活
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
の
機
を
捉
え
、

意
欲
あ
る
人
材
を
確
保
・
育
成
し
、

販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
や
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造
を
支
援
し
、
Ｗ
Ｉ

Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
コ
ロ
ナ
時

代
で
も
、
農
業
や
漁
業
が
持
続
的
に

発
展
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

■
災
害
に
強
い
河
川
整
備
を

　
　
　

洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
公

表
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
防
災

意
識
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
防
災
・

減
災
対
策
の
強
化
や
河
川
改
修
事
業

な
ど
へ
の
期
待
も
強
く
な
る
。
国
は

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た

め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
に
よ
り
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
集
中
的

に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
や

河
川
改
修
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
竹
野
川
流
域
は
、
山
陰
近

畿
道
の
延
伸
が
見
込
ま
れ
、
都
市
機

能
や
防
災
拠
点
が
集
中
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
は
新
規
就
農
が
64
名
、

農
業
法
人
へ
の
就
業
が
１
０
７
名
、

合
計
１
７
１
名
が
府
内
で
就
農
し
、

10
年
前
に
比
べ
、
約
２
倍
と
な
り
、

丹
後
国
営
農
地
で
大
規
模
な
畑
作
に

取
り
組
む
事
例
も
あ
る
。

　

京
野
菜
の
分
野
で
は
、
周
年
栽
培

で
取
り
組
む
若
手
経
営
者
が
活
躍
す

る
な
ど
、
売
り
上
げ
規
模
の
大
き
な

農
家
や
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
経
営

を
行
う
農
業
法
人
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
兼
業
農
家
な
ど
地
域
農

業
を
支
え
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成

も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
多
数
を
占

め
る
小
規
模
農
家
の
販
路
開
拓
な
ど

を
支
援
す
る
「
小
さ
な
経
営
革
新

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」
や
集
落
営

農
組
織
の
６
次
産
業
化
の
支
援
を
続

け
、
定
年
帰
農
や
移
住
に
よ
る
地
域

外
か
ら
の
多
様
な
人
材
確
保
を
強
化

し
た
い
。

　

漁
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
に
「
海
の
民
学
舎
」
を

開
設
し
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
現
在
13
名
の
若
者
が
修
了
し
、

そ
の
う
ち
９
名
が
大
型
定
置
網
や
底

び
き
網
漁
業
に
就
業
し
、
４
名
が
二

枚
貝
養
殖
や
釣
り
・
は
え
縄
漁
業
を

経
営
し
て
い
る
。
直
接
漁
村
に
移
住

し
、
新
規
参
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
漁
業
の
傍
ら
、
漁
港
め
し
な
ど

の
「
海
業
」
に
携
わ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
担
い
手
対
策
が
漁
村
振
興
の

成
果
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
今
後
は
、

経
営
力
の
向
上
、
多
角
経
営
化
、
法

人
化
を
目
指
す
支
援
を
し
た
い
。　

　

ま
た
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
に
よ

る
漁
村
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
漁

村
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
取
組
が
成
果

■
過
疎
地
域
を
ど
う
支
え
る

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
休
業
要
請
等
に
よ
っ

て
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
病
院
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
「
社
会
生
活
を
維
持

す
る
上
で
必
要
な
施
設
」
の
少
な
さ

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
過
疎
地
域

の
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
は
市
町
村
の

役
割
だ
が
、
広
域
的
な
立
場
か
ら
、

過
疎
化
に
苦
し
む
地
域
や
市
町
村
を

ど
う
支
援
す
る
の
か
。

　
　
　
　

 

医
療
施
設
や
食
料
品
店

な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
は
、

緊
急
事
態
措
置
に
お
い
て
休
業
要
請

の
対
象
と
し
な
か
っ
た
が
、
過
疎
化

が
進
む
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら

施
設
が
果
た
し
て
い
る
機
能
の
維
持

や
利
用
者
の
ア
ク
セ
ス
手
段
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。

　

地
域
の
持
続
性
の
確
保
と
地
方
の

創
生
・
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

子
育
て
、
介
護
予
防
、
生
活
支
援
な

ど
を
重
点
分
野
と
し
て
地
域
の
取
組

を
支
援
し
、
地
域
医
療
体
制
の
維
持

に
向
け
た
医
師
の
確
保
、
農
林
水
産

業
の
担
い
手
の
確
保
育
成
、
そ
し
て
、

地
方
創
生
の
根
幹
で
あ
る
山
陰
近
畿

自
動
車
道
等
の
道
路
整
備
な
ど
、
過

疎
地
域
が
抱
え
る
社
会
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な
広
域
的

課
題
に
対
し
、
京
都
府
の
施
策
を
展

開
す
る
。

■
農
業
と
漁
業
の
担
い
手
を

　
　
　

担
い
手
養
成
実
践
農
場
や
丹

後
農
業
実
践
型
学
舎
な
ど
の
農
業
担

い
手
対
策
に
よ
り
、
本
府
の
新
規
就

農
・
就
業
者
は
毎
年
１
０
０
名
以
上

で
推
移
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
に
お

い
て
も
「
海
業
」
の
推
進
や
海
の
民

学
舎
に
よ
る
若
手
漁
業
者
の
育
成
が
、

京
都
北
部
に
新
た
な
活
力
を
与
え
て

い
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
農

業
・
漁
業
の
担
い
手
対
策
の
取
組
の

評
価
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
事
業
を
展
開
す
る
過
程
で

判
明
し
た
課
題
と
今
後
の
展
開
は
。

　
　
　
　
　

農
業
や
漁
業
の
担
い
手

の
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
中
、
京
都

府
の
農
業
と
漁
業
を
持
続
可
能
な
産

業
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
は
、
人
材
の
確
保
・
育
成
対
策
が

大
変
重
要
で
あ
る
。

　

農
業
で
は
、
様
々
な
取
組
の
結
果
、

森 
口
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西
脇
知
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日常生活に必要な施設の維持を！

食を支える担い手の育成を

小西川市街地区間の早期改修を

代表質問インタビュー等が
KBS京都で放映されます！

テレビ広報番組
「府議会cafe京都」

〈放送日〉8月1日(土) 午前8時30分
〈再放送〉8月7日(金) 深夜2時00分

お知らせお知らせ

4月と5月の臨時議会概要
　新型コロナウイルス感染症対策として、
感染拡大防止に向けた医療・検査体制の
強化、京都経済を支える事業者や府民の
皆さまを支援するための補正予算を可決
しました。

所属の常任委員会が、変わりました！

農商工労働常任委員会

危機管理・建設交通常任委員会

所属の特別委員会については

文化・スポーツ振興対策特別委員会

副委員長に就任しました。

TV


